
これにより、 「恨’（〈高共’）（我’）」は 「高共’（我’）」を含意するので、 「復’（八高共’）Jの外延

は、必然的に「高央’」の外延の部分集合だといえる。よって、この式の表す意味は、 「すべ

ての xについて xが 「この知らせ」であり、かつ「この知らせ」が 「私という個体がとて

も喜んでいる個体の集合のメンバーである」という命題と、 「（原因）が（命題）をさせる」

という使役関係にある場合に真となるJことを表している。日常的な言葉で言い換えると、

この文は「この知らせが、私が喜ぶことをさせた」という意味を表す。

6.4多義使役兼語文の意味分析

多義使役兼語文の第一動詞Vlは、単純使役兼語文の Vlとは異なり、それ自身が動作行

為を表す語葉的な意味を持つ。多義使役兼語文の Vlには、命令、指示、請求など語量的に

使役の意味を含む動詞が多く用いられる。そのため、 Vlの持つ（あるは内在している）使

役義が文の使役の意味を決定しているとする主張も見られる（沼暁2000）。しかし、多義使

役兼語文の Vlには、語葉的に使役の意味を持たない動詞も用いられる。これらの動調は兼

語構造をとるときにのみ使役の意味を表す。たとえば、“放”（放す）は“放子”（手を放す）

のように一般の他動詞として用いるときは使役の意味を含まないが、“放他走”（彼を行か

せる）のように兼語構造を構成すると使役の意味が生じる。本論では、特定の動調が兼語

構造と結びつくことによって使役構造を構成し、それにより使役義が生起すると考える。

本節では多義使役兼語文が生成する使役構造を、モンタギューの PTQの手法を用いて記述

し明確にする。

6.4.1多義使役兼語文の分類

兼語文は、使役の意味を持つ使役兼語文と使役の意味を持たない非使役兼語文に分かれ

る。また、使役兼語文は、“社”、“叫”、“使”などのように Vlが具体的な動作行為を表わ

さず純粋に使役の意味を表す単純使役兼語文と、 Vlが動作行為を表す多義使役兼語文に分

類できる。単純使役兼語文のVlには、典型的には「命令jや「要求」などの使役性を含む

動詞が用いられるが、前述のように動詞自身に使役の意味を持たない動詞も用いられる。

前者を A類とし、後者を B類とし、 A類をさらに Vlの意味特徴により分類して例文を示

す。また、比較のために使役を表わさない非使役兼語文の例も挙げておく。

6.4.1.1多義使役兼語文

A類 ：Vlが使役性を含む動詞

a.「命令」、「強制」を表す

(57）他逼我承札。（彼は私に無理やり認めさせた。）（《八百i司》： 72)

(58）領臥涯他去南方了。（隊長は彼を南方に派遣した。）（《実用》 ・709)

(59）上級金全部臥立刻出友。（上層部は部隊を直ちに出発させた。）（朱徳照 1982:163) 
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b.「請願」、「依頼」を表す

(60）大家重地跳舞。（皆は彼女に踊ってくれるよう頼んだ。）（《実用》 ：709)

(61）掲娼宣主体涼解。（那欣21004:56) 

（お母さんはあなたに許してくれるようお願いした。）

(62）地技到李四苓，主主他姶芙些破旧的京西。（《四世同堂》 789) 

（彼女は李四おじさんを訪ねて、彼に中古の物を買ってきてくれるよう頼んだ。）

c.「催促」、「忠告」を表す

(63）盤他的早点交貨。（彼らにもう少し早く納品するよう催促しなさい。）（《功i司搭配》： 81)

(64）大家迎他則去。（皆は彼に：行かないよう忠告した。）（《規沼》： 1085) 

d.「許可」、「許容」を表す使役兼語文

(65）大夫盆主我下床了。（医者は私に床を離れることを許した。）（《功河搭配》 ：518)

(66）衣服的花色恨多，主体挑地。

（洋服の柄や色はいろいろJあるので、あなたが選んで下さい。）（《現代》： 1150)

e.「禁止」、「阻止」を表す

(67）他歪進人家友表相反的意凡。（《実用》 709) 

（彼は他人が反対の意見を・言うのを許さない。）

(68）笠ヰ卒柄通行（車両通行禁止）（《規沼》： 1682)

B類： Vlが使役の意味を持たない動詞

(69）他藍盈村民非負科柄。（泊暁2000：・ 146)

（彼は村人が魚の養殖や楢林をすることを奨励した。）

(70）他家差了一只老猫捉老鼠。（李I＼白定2011:203)

（彼の家は一匹の年とった猫を飼って鼠を捕まえさせた。）

(71）娼見直盟他去芙醤油。（《：規蒐》 1682) 

（お母さんは彼に醤油を買ってくるよう言いつけた。）

(72）宣近体少管！羽事！ （余計aな世話を焼くな！）（李1＼白定2011:203ヲ［老舎］）

(73）全都走了，也不宣一小人看屋子！（目叔湘 2002:241)

（皆行ってしまって、留守番をするもの一人さえも残さない！）

(74）イホ宣他｛故小徒弟日巴。（あなたは彼を手元において弟子にしたらいい。）（《用法》：241)

(75）件、去蓋隊佐千陪休。（《妻妾成群》： 241)

（あなたは陳佐千のところに行って相手をしてもらいなさい。）

(76）大家一致謹老王倣姐長。（《八百両》： 37)

（皆は一致して王さんをグループ長に選んだ。）

(77）我主主怒倣我的リ市博nE,。（私はあなたを私の師匠と仰ぎます。）（《実用》・ 710)

(78）地盤出璃来守食吃。（？皮？；zは鶏を外に放して餌を探させた。）（李l陥定2011:205) 
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6.4.1.2非使役兼語文（厳密には兼語文ではない。V1の後に文を持つ文である。）

(79）我重且他在那）~写倍。 （私は彼がそこで手紙を書いているのを見た。） (chao1968: 126) 

(80）地盟E土自己的心停然狂跳。（《妻妾成群》 29) 

（彼女は心臓がどきんとするのを聞いた。）

(81）我墨童体男lj那仏祥JL査。 （chao1968:126) 

（私はあなたが聞こえないふりをするのをやめてほしい。）

(82）群余主主他亦事公道。 （群衆は彼が物事に公平なところが好きだ。）（《実用》： 710)

6.4.2多義使役動詞の統語構造

多義使役動調を用いる兼語文の統語的構造をどのように考えるかは、これまでにもさま

ざまに議論されてきた。本論では、モンタギューの PTQの方法に従い、範鴎文法を用いて

統語的派生を記述する。多義使役動詞の Vi自身が使役義を生起すると考えるのか、兼語構

造をとることによって使役義を生起すると考えるかによって、この派生に対する統語規則

と翻訳規則の規定は異なるものとなる。本論では、兼語文は、 V1の語葉的な性質と兼語構

造の二つの要素から使役義が生起すると考える。そこで、使役の意味はV1自身でなく、 V2

と結合することによって生じると仮定する。

この仮定に基づき、新しい規則として統語規則 S21とそれに対応する翻訳規則 T21を追

加する。この S21の統語規則は、兼語構造の V1とV2が結合して使役他動調を派生する規

則である。

(83) S21 : oεTV、αεIVならば、 F21( o，α） E TVで、 F21(o，α）＝δα。

(84) T21 : oとαがそれぞれr、α’に翻訳されるならば、 F21( O，α）は次のように翻訳され
る。 入σλxσ ｛〈入y[o’（x，八入PP{y})CAUSE α’（y)] } 

(84）の翻訳式は、 Dowty(1979: 220）の作為動詞構文 （factitiveconstructions）の式12）を

応用した。Dowtyは、 makeや haveなどによる迂言的使役（periphrasticcausatives）におい

ては makeや have(TV/IVの範時）自身に使役の翻訳式を用いている13）が、本論では上述

の考えから作為動調構文のように他動詞が使役他動詞に派生することで使役義を生起する

と考えた。ただし、既存の規則では一般の他動詞（TV）はIVと結合しないので、この規則

は兼語構造のV1に生起する他動詞（TV）のみに適用される。

6.4.3多義使役兼語文の論理分析

6.4.3.1「命令J、「強制」を表す多義使役兼語文

「命令」、「強制」の意を表す文として、まず次の例文を取り上げる。

(85）他逼我承抗。（彼は私に無理やり認めさせた。） ((57）の再掲）

この文の派生の過程は、分析樹（analysistree）を用いて次のよう示すことができる。
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(86) 

他逼我承も人，t'4 

／／〈＼＼

逼我承も人，IV,5

／／ヘ＼＼

逼承も人，TV,21 我，T

／／〈＼＼

逼，TV 承主人，IV

分析樹について説明しよう。分析樹は言語表現の派生の歴史を示している。終端の節点

(node）はすべて基本表現である。 PTQの表記方法では、節点を支配している節点には、

英語の部分表現の右側に統語規則の操作番号が付される。本論ではより解りやすく、中国

語の表現の右側に統語範陪を付し、その右側に統語操作の番号を付すことにする。 PTQで

は操作Fnの番号は、統語規員1JSnの番号とは独立して付けられているが、本論では統語規則

の番号と操作番号は同じ数字を用いる。上の図では、“逼”と“承弘”は統語操作 F21によ

って“逼承机”を派生したことを示している。それぞれの統語規則 Snは対応する翻訳規則

Tnと組み合わされている。統語規則 Snが適用されて派生した複合表現は、対応する翻訳規

則 Tnによって内包論理 (IL)の表現に翻訳される。

(85）の文は、（86）の分析樹に基づき、次のように翻訳される。

(87) 

a.我＝今入PP｛我’｝

b.他＝今 λPP｛他’｝

c.逼＝今逼’

d.承も人 ＝今承主人’

（基本表現）

（基本表現）

（基本表現）

（基本表現）

e.逼承弘司 λσλxσ｛〈λy［逼’（x,／＼入PP{y}) CAUSE承主人’（y)]} (T21により）

五逼我承も人＝今入？入xヲ｛八入y［逼’（x，八λPP{y})CAUSE承机’（y)]｝（／＼入PP｛我’｝）

g.→λxi¥入PP｛我’｝｛八入y［逼’（x,／＼λPP{y}) CAUSE承机’（y)]} 

h.→入XV／＼λPP｛我’｝（〈λy［逼’（x，八入PP{y}) CAUSE承主人’（y)])

i.→λx入PP｛我’｝（〈λy［逼’（x，八λPP{y})CAUSE承弘’（y)])

j.→入x［八入y［逼’（x，八λPP{y}) CAUSE承弘’（y)]｛我’｝］

k.→λx[v八λy［逼ラ（x,／＼入PP{y}) CAUSE承弘’（y)]（我’）］
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(T5cにより）

（ラムダ演算）

（中括弧規約）

（ダウン・アップ打消し）

（ラムダ演算）

（中括弧規約）



1.→入x［λy［逼’（x,／＼λPP{y}) CAUSE承弘’（y)]（我’）］

m.ー→入x［逼’（x,／＼λPP｛我’｝） CAUSE承弘’（我’）］

（ダウン・アップ打消し）

（ラムダ演算）

n.他逼我承主人二争入PP｛他’｝（八入x［逼’（x,／＼入PP｛我’｝） CAUSE承弘’（我）’］）

0・ い入x［逼’（x，八入PP｛我’｝） CAUSE承弘’（我’）］｛他’｝

(T4cにより）

（ラムダ演算）

（中括弧規約）p.一今v／＼入x［逼’（x，八λPP｛我’｝） CAUSE承弘’（我’）］（他’）

q. 「入x［逼’（x，八λPP｛我’｝）CAUSE承主人’（我’）］（他’）

工全文→［逼’（他， 八入PP｛我’｝）CAUSE承弘’（我’）] 

s.「［逼’＊（他’，我’） CAUSE承主人’（我’）］

（ダウン・アップ打消し）

（ラムダ演算）

（意味公準MP4による書き換え）

上記の a～sまでの翻訳過程を詳しく説明しよう。この中で、 e、f, ,nが統語的派生に対

応する翻訳である。 e、f,,n中の矢印「＝内は「翻訳されるjことを表す。その他の過程は、

計算過程である。計算過程で用いられている矢印「→」は、意味的に等しい値の表現に「書

き換えられる」ことを表す。まず、 a～dの翻訳を説明する。 a～dは基本表現である。 aとb

は代名調の翻訳である（本論では固有名調と同じように翻訳する）。これらはILでは「個体

の属性の集合」を指示するものとして扱われる。なぜなら、“我”と“他”は範陪 T、すな

わち t/IVの表現であり、対応する論理タイプは町t/IV）である。 f(t/IV）＝＜くs,f( IV) >, f 

(t）＞＝＝くくs，くe,t>>,t＞なので、このタイプの ILの表現は、定義によって個体の属性の集合を指

示するからである。“我”と 1也”はそれぞれa、bのように翻訳される。ここで、 Pは個体
の属性を指示するくs,<e,t＞＞のタイプの変項であり、「我’」、 「他’」は個体を指示する eのタイ

プの定項である。“逼”、“承も人”は、 c、dのように、それぞれILの定項 I逼1、「承弘コに

翻訳される。

次に eを説明する。 eは分析樹の一番目の派生に対応する翻訳である。分析樹は、“逼”

と“承も人”が結合して“逼承机”を派生することを示している。この結合は、新しく追加

した統語規則 S21の操作F21による。

(88) S21 : F21( o，α）＝ 0α 
この派生に対する翻訳には、 S21に対応する翻訳規則T21が用いられる。T21では、 F21(o, 
α）の中国語の表現が、次のようなILの表現に翻訳されることが規定されている。

(89) T21 : ＝今 入σ入xσ｛八入y[o’（x,／＼入PP{y})CAUSEα’（y)] } 

表現5と表現αの翻訳は、すでに「逼’」、「承弘’」に翻訳されている。そこで、 5に「逼’」

が、 αに「承弘’」が代入されd、“逼承弘”はeのように翻訳される。

(90) eの翻訳： λσλxヲ｛八λy［逼’（x，八λPP{y})CAUSE承弘’（y)]} 

次に fを説明しよう。 fは、二番目の派生である“逼承弘”と“我”の結合に対応する翻

訳である。分析樹により、“逼承主人”と“我”が結合して、“逼我承も人”を派生することが
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示されている。この結合は、統語規則 S5cの操作Fsによるものである。

(91)S5c: F5(o, /3)=6/3。

“逼承も人”は他動調Tの範轄の表現で、“我”は固有名調と同様のTの範陪の表現である。

そのため、“逼承も人”と“我”の結合に用いられる操作は一般的な他動詞と名詞句（目的語）

を結合する操作（Fs）と同じ関数適用の規則である。ここで、語順が“逼承弘我”とならず

に“逼我承主人”となるのは、“逼承札”が 「V1+V2」の複合使役他動詞が目的語Nを取ると

きには、「V1+N+V2Jの語順となるという語順規則による。この派生の翻訳には、 S5cに対

応する翻訳規則T5cが用いられる。

(92) T5c : 二今 0 ’（八。’）

この翻訳式は、論理表現/3' （定項）が論理表現。，（式）を呼びだしてδ’（八/3＇）の複合論

理表現になることを表している。。’に内包演算子 「八」が用いられているのは、。’の指示

物が内包であることを示している。ここでは、 G’は “我”の論理表現「入PP｛我’｝」である。

「入PP｛我’｝」は、。’の式、すなわち eにおいて得られた論理表現「入♂入xヲ｛八入y［逼’（x，λ

pp{y}) CAUSE承机’（y)]｝」を呼び出し、その結果、次のような複合論理表現となる。

(93) fの翻訳：入σ入x♂｛八入y［逼’（x，八入PP{y})CAUSE承汰’（y)] ｝（八λPP｛我’｝）

この後に続く g～mまでは 「ラムダ演算」、「中括弧規約」、「ダウン・アップ打消し」が施

される計算過程である。ラムダ演算は、式を呼び出だしている定項が同じ論理タイプの変

項に値として代入されることで計算される。 g～mの表記の中の矢印 「→」は、等価の式に

「書き換えられる」ことを表す。 g～m までを順を追って説明しよう。

まず、 gでは、 fの式に対して一回目のラムダ演算が行われる。“逼我承も人”の ILの表現

式の中の一番外側のラムダで抽象化されている変項「到に項「八入PP｛我’｝」が代入され、

gのようになる。

(94) gの式：入x＂入 PP｛我’｝｛〈入y［逼’（x,AλPP {y}) CAUSE承机’（y)]｝、となる。

次に、 hでは、 「中括弧規約J(brace convention) 14）が適用される。 α｛/3｝はVα（/3）の略

記形で、 α｛/3 }=vα（ /3）であることがこの規約で規定されている。 Vα（/3）は、 「自によって

指示された対象がαによって指示された属性を持つJことを表す。規約により、 α｛〈λy

［逼ヲ（x,A入PP{y})CAUSE承主人’（y）］｝は、「Vα（八入y［逼’（x，八入PP{y})CAUSE承机’（y）］）」に

書き換えられ、全体の式は次のように書き換えられる。

(95) hの式：入XVA入PP｛我’｝（八入y［逼’（x，八入PP{y}) CAUSE承主人’（y）］）、 となる。

次に、 iでは、 λPP｛我’｝の前の二つの演算子「VAJが「ダウン ・アップ打消し」（down-up

cancellation）の操作により削除される。外延演算子は 「〉」は、内包演算子 「〈」を持つ表

現（ここでは八入PP｛我’｝）に付加されてその内包を取り去る効果を持つ。

(96) iの式 ：入x入PP｛我’｝（〈λy［逼’（x，八λPP{y})CAUSE承汰’（y）］）、が得られる。

次に、jでは、二回目のラムダ演算が行われる。iの式では、 「λ＂y［逼’（x，八入PP{y})CAUSE 

承汰’（吋］」 が項として、式「入x入PP｛我引を呼び出している。そこで、入PP｛我’｝の変項
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Pに項全体が値として代入されて、次のような式になる。

(97) jの式： λx［八入y［逼’（x，八入PP{y})CAUSE承机’（y)J ］｛我’｝、となる。

次に、 kでは、また「中括弧規約」（α｛日｝＝vα（{3 ））が適用される。「我’」 が呼び出して

いる式αはいλy［逼’（x,／＼λPP{y}) CAUSE承仏’（y)J Jなので、 α｛我’｝は、 Vα（我’）；こ書

き換えられ、次のような式になる。

(98) kの式：入x[v八λy［逼’（x,／＼λPP{y}) CAUSE承机’（y)J ］（我’）、が得られる。

次に、 lで再び 「ダウン ・アップ打消し」がなされ、次のような式になる。

(99) 1の式： λxλy［逼’（x,／＼λPP{y}) CAUSE承抗’（y)J （我’）、を得る。

そして、 mで、 三回目のラムダ演算が行われる。 mの式は、個体eのタイプの ILの表現

「我’Jが項として「λxλy［逼’（x,／＼λPP{y}) CAUSE承弘’（y)]Jの式を呼び出している。「我リ

が値として変項に代入されて、次の式を得る。

(100) mの式： λx［逼’（x,／＼入PP｛我’｝） CAUSE承弘’（我’）］、が得られる。

次に、 nを説明しよう。 nでは、最後の統語操作に対応した翻訳がなされる。分析樹にお

いて、翻訳規則 S4cの操作f4により“逼我承弘”と“他”が結合し、“他逼我承机”が派生

したことが示されている。 S4cは「主語述部」に関する規則で、 F4は次のような操作とし

て規定されている。

(101) S4c : f4（α，o）＝α5 
これに、対応する翻訳規則T4cは次のような規則である。

(102) T4c：キ α’（八5’）

ここで、 「α’Jは「入PP｛他’｝Jで、 6’はlで得られた“逼我承机”の ILの表現「入x［逼’（x,

八入PP｛我’｝）CAUSE承机’（我’）］」である。よってf4（α，0) （＝αo）は次のように翻訳さ

れる。

(103) nの翻訳： λPP｛他’｝（八λx［逼’（x,／＼λPP｛我’｝） CAUSE承仏’（我）’］）

最後のo～sは、 nの式の演算巳よる書き換えである。

oでは、四回目のラムダ演算が行われる。nの式では、「八入x［逼’（x，八入PP｛我’｝） CAUSE 

承机’（我）’ ］」が項として式「λPP｛他’｝Jを呼び出している。「λPP｛他’｝」の変項Pにい

入x［逼’（x，八λPP｛我’｝） CAUSE承弘’（我）’］」を値として代入すると、 oのような式になる。

(104) 0の式：八入x［逼’（x,／＼入PP｛我’｝）CAUSE承仏’（我’）］｛他’｝、となる。

次に、 pでは、「中括弧規約」により次の式に書き換えられる。

(105) pの式・ 〉〈λx［逼’（x，八λPP｛我’｝）CAUSE承主人’（我’）］（他’）、となる。

次に、 qでは演算子の「ダウン・アップ打消し」がなされて、「v／＼」が消去され、次のよ

うになる。

(106) qの式：入x［逼’（x，八 λPP｛我’｝）CAUSE承机’（我）］（他’）、が得られる。

そして、 rでは、最後のラムダ演算が行われる。 qの式では、「他’」が項として、式「入
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x［逼’（x，八入PP｛我’｝）CAUSE承机’（我）]Jを呼び出している。「他’jはeのタイプの ILの表

現なので、「他ラ」を値として変項 xに代入すると次のようになる。これがこの文全体の IL

の表現への翻訳である。

(107) rの式：［逼’（他， 〈λPP｛我’｝） CAUSE承机’（我’）］、を得る。

さらに、この表現式の「逼’（他， 八入PP｛我’｝）」は、記号「＊」を用いて等価な式として表

記できる。記号「＊Jは述語が外延的動調であることを表す記号である。 PTQでは、意味公

準 MP4により、「5が個体（x）と個体の昇華体（λPP{y｝）の概念の関係であるとき、 2

つの個体（xと y）の聞にいつでもその関係が成立する」ことが保証される。つまり、「5

(x，八λPP{y})=o*(x,y)Jが成り立つ。（ダウティ・他 1987:245参照）。よって、 rの表現式

は次のように表記できる。

(108) sの式：［逼’＊（他’，我’）CAUSE承弘’（我’）］（＊を用いた表記）、を得る。

「逼’＊」は、くe,<e,t＞＞のタイプであり、内包的な高階の述語 「逼’Jに対応する第一階の

還元形である。つまり、 「逼’＊」は、第一階述語論理において用いられる、個体と個体の関

係を表す 2項述語に相当する。このことから、式中の部分表現「逼’＊（他’，我’）」は、ある

指標（現実の世界のある時点）において、 「彼」と「私Jが「強いるJという関係にある個

体のペアの集合のメンバーである解釈できる。論理式全体の解釈は、 「「他’」 と 「我’」が指

示する個体のペアが「逼つという関係にある個体のペアのメンバーであるという状況と、

「我’」が指示する個体が「承坑’」する個体のメンバーであるという状況の聞に「させる」

という関係が成立するj となる。インフォーマルに言えば、「彼が私を強いて、それにより

私が認めることをさせた」という意味になる。

この方法を用いて、他の例文についても論理表記してみよう。「命令」、「強制」の類の第

二の例を取り上げる。

(109）領臥涯他去南方了。（隊長は彼を南方に派遣した。） ((58）の再掲）

文末の“了’は省略して、“領臥派他去南方”として分析する。まず、この文の統語的な

派生の過程を示そう。この文は、次のような統語的分析を受ける。
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目、、、 領臥派他去南方，t'4 

／／＼＼＼  

／／＼＼＼  

派去南方TV,21 他，T

／／〈＼＼

11&, TV 去南方，IV,5

／／〈＼＼

去，TV 南方，T,2

南方，CN

“去”（行く）は自動詞だが、場所目的語をとることができる15）。そこで、ここでは“去”

を他動調（TV）として扱う。また、この文の“南方”（南方）は普通名詞（NP）だが、 S2c

により、名詞句の範時（T）の表現に変換される。 S2cでは、限定的修飾表現を持たない裸

の名詞が不定の名調句に変換されることが規定されている。また、“領臥”については、特

定の人物を示すものとして固有名詞（T）と同等に扱う。

分析樹に基づき、派生の各段階を論理言語に翻訳すると以下のようになる。

(111) 

a.領臥今 λPP｛領臥’｝

b.他二今入PP｛他’｝

c.派二今派ヲ

d.去二今去’

e.南方＝今南方’

（基本表現）

（基本表現）

（基本表現）

（基本表現）

（基本表現）

王南方＝争入Pヨx［南方’（x)&P{x}] (T2cにより）

g.去南方二今去’（八λPヨx［南方’（x)&P{x}]) (T5cにより）

h.派去南方二今入σ入xヲ｛八入y［派’（xラ八λPP{y})CAUSE去’（八入Pヨx［南方’（x)&P{x}](y)]}

(T21により）

i.派他去南方二今入？入xσ｛八入y［派’（x,／＼入PP{y})CAUSE去’（八λPヨx［南方ヲ（x)&P{x}])

(y)]} （／＼入PP｛他’｝） (T5cにより）
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j.→入xi¥λPP｛他’｝｛〈λy［派’（x,／＼入PP{y})CAUSE去’（八入Pヨx［南方’（x)&P{x}])(y)]} 

（ラムダ演算）

k.→λxv八λPP｛他’｝（〈入y［派’（x,／＼入PP{y})CAUSE去’（八λPヨx［南方’（x)&P{x}])(y)]) 

（中括弧規約）

1.→入X入PP｛他’｝（八入y[1JlR'(x，八入PP{y})CAUSE去’（〈入Pヨx［南方’（x)&P{x}])(y)]) 

（ダウン・アップ打消し）

m.→入x［八入y［派’（x，八λPP{y})CAUSE去’（八入Pヨx［南方’（x)&P{x}])(y)] ｛他’｝］

（ラムダ演算）

n.→入x[v八λy［派’（x，八入PP{y}) CAUSE去’（八λPヨx［南方’（x)&P{x}]) (y)] （他’）］

（中括弧規約）

o →入x［入y［派’（x，八入PP{y}) CAUSE去’（八入Pヨx［南方’（x)&P{x}]) (y)] （他’）］

（ダウン・アップ打消し）

p →入x［派’（x，八入PP｛他’｝） CAUSE去’（〈入Pヨx［南方’（x)&P{x}]) （他’）］ （ラムダ演算）

q.領臥派他去南方今入PP｛領臥’｝（〈λx［派’（x，八λPP｛他’｝） CAUSE去’（八λPヨx［南方’（x)

&P{x}]) （他’）］） (T4cにより）

工→〈λx［派’（x，八入PP｛他’｝） CAUSE去’（八入Pヨx［南方’（x)&P{x}])（他’）］｛領臥’｝

（ラムダ演算）

s.→v ／＼入x［派’（x,／＼λPP｛他ラ｝） CAUSE去’（〈入Pヨx［南方’（x)&P{x}])（他’）］（領臥’）

（中括弧規約）

t.→入x［派’（x，八入PP｛他’｝）CAUSE去’（八入Pヨx［南方’（x)&P{x}])（他’）］（領臥’）

（ダウン・アップ打消し）

u.全文→［派’（領臥＼八入PP｛他’｝） CAUSE去’（八λPヨx［南方’（x)&P{x}]) （他’）］

（ラムダ演算）

1 →［派’（今夏臥三〈入PP｛他’｝） CAUSE去’（他＼〈入Pヨx［南方’（x)&P{x}]) 

（「関係表記」に書き換え）

w.→［派’＊（領臥’，他’）CAUSE去’（他＼〈入Pヨx［南方’（x)&P{x}])] 

（意味公準MP4による書き換え）

x.→［派’＊（領臥＼他’）CAUSEヨx［南方’（x)＆去’＊（他にX）］］ 

（意味公準MP4による書き換え）

翻訳の過程を説明しよう。 a～eは基本表現の翻訳である。 fは、範時CNの“南方”が名

詞句の範陪Tに変換された派生に対応する翻訳である。名詞句（T）の“南方”は不定を表

すので、 T2cの翻訳規則に基づき不定の名詞句の論理表現「λPヨx［南方’（x)&P{x｝］」に翻

訳される。

翻訳過程 gは、“去”と“南方”が結合して、“去南方”を生み出す第一の派生に対応す
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る翻訳である。この派生は、他動詞の統語規則 S5cの操作「Fs(o,/3）＝δ白」による。“去南

方”は、翻訳規則T5c「Fs(o,/3）二今5’（八。）に基づき、「去’（八λPヨx［南方’（x)&P{x｝）」のよ

うに翻訳される。

次に、 hはgで派生した表現“去南方”と“派”が結合して“派去南方”を生み出す第二

の派生に対応する翻訳である。この派生には統語規則 S21の操作 F21が用いられ、翻訳は次

のT21の規則に基づく。

(112) T21：キ λσ入x♂｛〈入y[o’（x,／＼入PP{y}) CAUSEα’（y)] } 

ここでは、 δ’は「1）［＇」、 α’は「去’（〈入Pヨx［南方’（x)&P{x｝）」なので、“派去南方”はh

の「入伊入xσ｛八入y［派’（x，八入PP{y}) CAUSE去’（八λPヨx［南方’（x)&P{x}) (y）］｝」のように

翻訳される。

次に、 iは、第三の派生に対応する翻訳である。 “派去南方”は、他動調と名調句が結合

する規則 S5cの操作Fs (F s ( o , /3 )= o /3 ）によって、“派他去南方”を派生する。この派生
は、次の翻訳規則jT5cにより翻訳される。

(113) T5c：コ d’（〈β’）
ここでは、 O’は「入PP｛他’｝」、。’はhの式「入y[1l&'(x, ／＼λPP {y}) CAUSE去’（八λPヨx［南

方’（x)&P{x})(y）］｝」である。規則により、項の「入PP｛他’｝」が式「λy［派’（x，八入PP{y})

CAUSE去’（〈λPヨx［南方’（x)&P{x}) (y) ] ｝」を呼び出し、 「入y［派’（x，八λPP{y}) CAUSE 

去’（〈入Pヨx［南方’（x)&P{x}) (y)]} （八入PP｛他’｝）」のような式となる。

続く j～pまでは、「入演算」、「ダウン・アップ打消し」、「中括弧規約」による計算過程で

ある。計算の結果、pで「λx［派’（x，八入PP｛他’｝） CAUSE去’（〈λPヨx［南方’（x)&P{x}]) （他’）］」

の式が得られる。

次に、 qは、主語と結合する最後の派生に対応する翻訳である。「主語四述部」に関する

規則lS4cの操作目により、“派他去南方”は“領臥”と結合して“領臥派他去南方”を派生

する。翻訳はこの派生に対応する次の翻訳規則T4cによってなされる。

(114) T4c : 二今 α’（〈 0 ’） 

αヲは「入PP｛領臥’｝J、。’はpで得られた式「λx［派’（x,／＼入PP｛他’｝） CAUSE去’（〈入Pヨ

x［南方’（x)&P{x}]) （他’）］」である。規則により、項の「入x［派’（x，八入PP｛他’｝） CAUSE去’（〈

入Pヨx［南方’（x)&P{x}]) （他’）］」が 「入PP｛領臥’｝Jを呼び出して、 「λPP｛領臥’｝（八λx［派’（x,

〈λPP｛他’｝） CAUSE去’（八入Pヨx［南方’（x)&P{x}]) （他’）］）」のような式となる。

続く r～uは、計算過程で、その結果uのような式になる。これが全文の論理表現である。

(115) ［派’（領臥’，八入PP｛他’｝） CAUSE去’（八λPヨx［南方’（x)&P{x}]) （他’）］ (uの再掲）

vでは、この式の 「去’（八入Pヨx［南方’（x)&P{x}]) （他’）」の部分を、論理的に同値である一

般的な表記法に書き換える。モンタギューの内包論理では、次のような表記上の規則が導

入されている（ダウティ・他 1987:96,181参照）。
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(116）二項述語の表記法の規則： γ（白）（α）。γ（α，6)

この規則により、「去’（八入Pヨx［南方’（x)&P{x}]) （他’）」は「去’（他＇ ＇／＼入Pヨx［南方’（x)& 

P{x｝］）に書き換えられる。

wでは、これに意味公準MP4が適用される。「派’（領臥’，入PP｛他’｝）」の「派’Jが記号「リ

を用いて外延動詞に書き換えられる。

(117) ［派’＊（領臥’j也’）CAUSE去’（他’， 〈λPヨx［南方’（x)&P{x}])] 

xでも同様に、意味公準MP4が適用され、 「去’ 」を外延動詞に書き換えることができる

（白井 1995：・ 171参照）。

(118) ［派’＊（領臥三他’） CAUSEヨx［南方ラ（x)＆去’＊（他’，x)]]

最終的な論理式は、 「「領臥’Jと「他’jが指示する個体のペアが、「派’Jという関係にあ

る個体のペアの集合のメンバーであるという状況と、少なくとも一つの 「南方つがあり、

かつ 「領臥’」と 「南方’」の指示する個体のペアが 「去’」という関係にある個体のペアの

集合のメンバーであるという状況の聞に「させる」という使役関係が成立する」と解釈で

きる。インフォーマルに言えば、この文は 「隊長が彼を派遣し、それにより彼が（ある）

南方に行くことをさせる」という意味になる。

続いて、「命令J「強制j の第三の例についても翻訳してみよう。

(119）上援金全部臥立刻出友。（上層部は部隊を直ちに出発させた。） ((59）の再掲）

この文の統語的派生を分析樹で示すと、次のようになる。

(120) 
上級命令部臥立刻出友，t'4 

／〆／ヘ＼＼＼

上級，T 命令部臥立刻出友，IV,5

／／＼＼＼  

命令立刻出友，TV,21 部臥，T

／／＼＼＼  

命令，TV

／／ヘ＼＼

立刻，IV/IV 出友，IV

“上級”、“部臥”は、範時Tの固有名詞として扱う。

(119）の文は、分析樹に基づき、次のように翻訳される。
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(121) 

a.上級訪入PP｛上級’｝ （基本表現）

b.部臥＝今 λPP｛部臥’｝ （基本表現）

c.命令 ＝今命令’ （基本表現）

d.立刻 ＝今立刻’ （基本表現）

e出友 ＝今出友’ （基本表現）

王立刻出友 ＝今立刻’（〈出友’） (TlOcにより）

g.命令立刻出没 ＝今λσλx0'｛／＼λy ［命令’（x,／＼入PP{y}) CAUSE立刻’（八出友’） (y)]} 

(T21により）

h.命令部臥立刻出友 二今入ヲ入xヲ｛八入y［命令’（x，八λPP{y}) CAUSE立刻’（〈出没’）(y) ］｝（八入

PP｛部臥’｝） (T5cにより）

i.→入計入PP｛部臥’｝｛八入y［命令’（x,／＼入PP{y}) CAUSE立刻’（八出友’） (y)]} （ラムダ演算）

j.→入xv八入PP｛部臥’｝（八λy［命令’（x，八入PP{y}) CAUSE立刻’（〈出友’）(y)]) （中括弧規約）

k.→λx入PP｛部臥’｝（〈λy［命令’（x，入PP{y})CAUSE立刻’（〈出友’）(y)]) 

（ダウン・アップ打消し）

1.→λx［八入y［命令’（x,／＼λPP{y}) CAUSE立刻’（八出友’） (y) ] ｛部臥’｝］

m.→入x[v／＼λy［命令’（x，八入PP{y})CAUSE立刻’（〈出友’）（y)］（部臥’）］

n.→λx［λy ［命令’（x,／＼λPP {y}) CAUSE立刻’（八出没’）（y)］（部臥’）］

（ラムダ演算）

（中括弧規約）

（ダウン・アップ打消し）

0.→λx［命令’（x,／＼λPP｛部臥’｝）CAUSE立刻’（〈出友’）（部臥’）］ （ラムダ演算）

p 上級命令部臥立刻出友 ＝今λPP｛上級’｝（八λx［命令’（x，八人PP｛部臥’｝） CAUSE立刻’（八出友’）

（部臥’）］） (T4cにより）

q.→八入x［命令’（x，八入PP｛部臥’｝） CAUSE立刻’（八出友’）（部臥’）］｛上級’｝ （ラムダ演算）

r.→v ／＼λx［命令’（x，八λPP｛部臥’｝）CAUSE立刻’（〈出友’）（部臥’）］（上級’） （中括弧規約）

s.→入x［命令ヲ（x,／＼λPP｛部臥’｝） CAUSE立刻’（八出友’）（部臥’）］（上級’）

（ダウン・アップ打消し）

t.全文→［命令’（上級’， 〈入PP｛部臥’｝）CAUSE立刻’（〈出友’）（部臥’）］ （ラムダ演算）

u.→［命令’A上級’，部臥’）CAUSE立刻’（八出友’）（部臥’）］（意味公準MP4による書き換え）

翻訳過程a～eは基本表現としてそれぞれ翻訳される。翻訳過程fを説明する。fは、分析

樹の第一の派生に対応する翻訳である。この派生は、統語規則 SlOcの操作F10による。“立

刻”の論理表現 「立刻’」は個体の属性「八出友つに適用される関数を指示し、値として新

しい述語 「立刻’（ 〈出友’）」を生み出す。

次に、 gはfで派生した表現 “立刻出友”と“命令”が結合して“命令立刻出友”を生み

164 



出す第二の派生に対応する翻訳である。この派生には統語規則 S21の操作 F21が用いられ、

翻訳は次の T21の規則に基づく。

(122) T21：今 λヲλxヲ｛〈λy［δ’（x，八λPP{y}) CAUSEα’（y)]} 

ここでは、 5’は「命令’」、 αラは 「立刻’（ 八出没’）」なので、“命令立刻出友”はgの「λ

タ入x9'{Aλy［命令’（x，八λPP{y}) CAUSE立刻’（〈出友’）（y)]}Jのように翻訳される。

次に、 hは、第3の派生に対応する翻訳である。“命令立刻出友”は、他動調と名詞句が

結合する規則 S5cの操作Fs(Fs(o,13）＝δ13 ）によって、“命令部臥立刻出友”を派生する。

この派生は、次の翻訳規則T5cにより翻訳される。

(123) T5c：つ 6’（八日’）

ここでは、 β’は 「λPP｛部臥’｝J、。’はgの式「λσλx伊｛八λy［命令’（x,AλPP{y}) CAUSE 

立刻’（〈出友’） (y）］｝」である。規則により、項の「入PP｛部臥’｝」が式「入伊入x伊｛〈入y［命令’（x,

〈λPP{y})CAUSE立刻’（八出友’） (y）］｝」を呼び出し、 「λσλxσ ｛〈λy［命令’（x,AλPP{y}) 

CAUSE立刻’（〈出友’） (y)]}(A入PP｛部臥’｝）」のような式となる。

続く i～oまでは、「λ演算」、「夕、ウン・アッフ打消しJ、「中括弧規約」による計算過程で

ある。

次に、 p は、主語と結合する最後の派生に対応する翻訳である。 「主語 E 述音~J に関する

規則 S4cの操作f4により、“命令部臥立刻出友”は“上級”と結合して“上級命令部臥立刻

出友”を派生する。翻訳はこの派生に対応する次の翻訳規則 T4cによってなされる。

(124) T4c：今 α’（八5’）

α’は「λPP｛上級’｝J、。’はoで得られた式 「λx［命令’（x，八λPP｛部臥’｝）CAUSE立刻’（〈

出友’）（部臥’）］」である。規則により、項の式「入x［命令’（x,A入PP｛部臥’｝） CAUSE立刻’（〈

出友’）（部臥’）］Jが「λPP｛上級’｝Jを呼び出して、「入PP｛上級’｝（〈λx［命令’（x,A入PP｛部臥’｝）

CAUSE立刻’（八出友’）（部臥’）］）」のような式となる。

続く q～tは、計算過程で、その結果tのような式になる。これが全文の論理表現である。

(125) ［命令’（上級’， 八λPP｛部臥ヲ｝）CAUSE立刻’（八出友’）（部臥’）］ ( tの再掲）

uでは、これに意味公準 MP4が適用される。「命令’（上級’，〈λPP｛部臥’｝)Jの「命令ヲ」

が記号ん」を用いて外延動調に書き換えられ、最終的に次のような論理表現に翻訳される。

(126) ［命令’＊（上級＼部臥’） CAUSE立刻’（〈出友’）（部臥’）］

最後の式の「立刻’（〈出友’）（部臥’）」の部分について説明しよう。“立刻”のような動調を

修飾する副調について、 γを副詞、 Pを任意の述語とすると「γP(x）→P(x)J（この文では、

x立刻出友ならばx出友は真）であることは妥当な推論であるとされており、これは意味公

準MPlOによって保証される（夕、ウティ・他 1987:253-254参照）。これにより、「立刻’（〈

出友’）」の外延は、必然的に「出友’Jの外延の部分集合であると言うことができる。

最終的な（126）の論理式は、「「上級’」と「部臥’」が指示する個体のペアが「命令’」と
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いう関係にある個体のペアの集合のメンバーであるという状況と、「部臥つの指示する個体

が「出友’」という動作をする個体の集合メンバー中の、さらに 「立刻’」という属性のメン

バーであるという状況の聞に「させる」という使役関係が成立するJと解釈できる。イン

フォーマルには、この論理式は「上層部が部隊に命令し、それにより部隊が直ちに出発す

ることをさせるJという意を表す。

続いて他の分類の多義使役兼語文についても翻訳する。それぞれ一例ずつ翻訳を記述す

ることにする。

6.4.3.2「請願J、「依頼」を表す多義使役兼語文

(127）大家萱地跳舞。（皆が彼女に踊ってくれるよう頼んだ。） ((60）の再掲）

(128) 

大家i青地跳舞，t,4 

／／ヘ＼＼

大家 T i青地跳舞，IV,5

／／ヘ＼＼

／／＼＼＼  

i青，TV 跳舞，IV,5

分析樹に基づく翻訳は、次のようになる。

(129) 

a.大家 ＝今 λPP｛大家’｝

b.地＝今 λPP｛地’｝

c. l'青＝今 i青’

d.跳舞 ＝今跳舞’

（基本表現）

（基本表現）

（基本表現）

（基本表現）

e. l'青跳舞＝今λσλx01f＇λy [l'青’（X,AλPP {y}) CAUSE跳舞’（y)]} (T2 lにより）

f. i青地跳舞二争入σλxσ｛八λy［清’（x,AλPP{y}) CAUSE跳舞’（y)] } （＂λPP｛地’｝）

g →λx八λPP｛地’｝｛八λy［清’（x，八λPP{y})CAUSE跳舞’（y)]}

h.→λxv八λPP｛地’｝（八λy［清’（x，八λPP{y}) CAUSE跳舞’（y)])

i.→入x入PP｛地’｝（〈λy［清’（x，八入PP{y})CAUSE跳舞’（y)])

j.→入x［＂入 y［清’（X, AλPP{y}) CAUSE跳舞’（y)]｛地’｝］

k.→入x[v八入y［清’（x,A入PP{y}) CAUSE跳舞’（y)]（地’）］
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(T5cにより）

（ラムダ演算）

（中括弧規約）

（ダウン・アップ打消し）

（ラムダ演算）

（中括弧規約）



l→λx［λy［清’（x,IIλPP {y}) CAUSE跳舞’（y)]（地’）］

m.→入x［清’（x，八入PP｛地’｝） CAUSE跳舞’（地’）］

（ダウン・アップ打消し）

（ラムダ演算）

n.大家i青地跳舞＝今入PP｛大家’｝（八λx[i!青’（x，八λPP｛地’｝）CAUSE跳舞’（地’）］）

(T4cにより）

（ラムダ演算）

（中括弧規約）

0.→〈入x［清’（x，八λPP｛地’｝） CAUSE跳舞’（虫色’）］｛大家’｝

p.→y ／＼λx [i宥（x,II入PP｛地’｝）CAUSE跳舞’（地’）］（大家’）

q.→λx［清’（x，八入PP｛地’｝）CAUSE跳舞’（地’）］（大家’）

E 全文→［i!青’（大家三八λPP｛地’｝）CAUSE跳舞’（地’）］

s.→［ i!青’＊（大家’，地’） CAUSE跳舞’（虫色’）］

（ダウン・アップ打消し）

（ラムダ演算）

（意味公準MP4による書き換え）

最終的な式の解釈は、「「大家’」と「地’」が指示する個体のペアの集合が、「清’」という

関係にある個体のペアの集合のメンバーであるという状況と、 「地’Jが指示する個体が 「跳

舞’」 という動作をする個体の集合のメンバーであるという状況の聞に「させる」という使

役関係が成立する」と解釈できる。インフォーマルに言えば、この式は「皆が彼女に頼み、

それによって彼女が踊ることをさせるj という意味になる。

6.4.3.3「催促」、「提案」を表す多義使役兼語文

(130）壁他イIJ早点交貨。（彼らにもう少し早く納品するよう催促しなさい。） ((63）の再掲）

この文に主語を“体”を補い、“休催他｛｛］早点交貨”として分析する。

(131) 
体催他fl']早点交貨，t,4 

／／＼＼＼  

件、，T 催他｛｜、］早点交貨，IV,5

／／＼＼  

催早点交貨，TV,21 他1fJ,T 

／／ヘ＼＼

催，TV 早点交貨，IV,10

／／〈＼＼

早点，IV/IV 交貨，IV,5

／／＼＼＼  

貨，CN,
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分析樹に基づき翻訳すると、次のようになる。

(132) 

a. 休 ＝今 λPP｛イホ’｝ （基本表現）

b.他イfJ＝今 λPP｛他1l'J’｝ （基本表現）

c催二今催’ （基本表現）

d.早点二今早点’ （基本表現）

e交 二今 交’ （基本表現）

王貨 ＝今貨’ （基本表現）

g. 1を＝今入Pヨx［貨’（x)&P{x}] 

h.交貨 ＝今交’（〈λPヨx［貨’（x)&P{x}]) 

i.早点交貨 ＝今早点’［〈交’（〈入Pヨx［貨’（x)&P{x}])] 

(T2cにより）

(T5cにより）

(TlOcにより）

j.催早点交貨 二今λσλx9'{ ／＼λy［催’（x，八λPP{y})CAUSE早点’［八交’（〈λPヨx［貨’（x)&

P{x}])] (y)]} (T21により）

k.催他イ｛］早点交貨 ＝今λσλx9'｛／＼入y［催’（x,／＼入PP{y})CAUSE早点’［八交’（〈λPヨx［貨’（x)

&P{x}])] (y)]} （八λPP｛他1fJ'}) (TSにより）

1→λx／＼λPP｛他イfJ’｝｛八λy［催’（x，八入PP{y}) CAUSE早点’［八交’（〈λPヨx［貨’（x)&P{x}])](y)} 

（ラムダ演算）

m →λXV／＼入PP｛他的’｝（〈λy［催’（x,AλPP{y})CAUSE早点’［八交’（八λPヨx［貨’（x)&P{x}])] 

(y)) （中括弧規約）

n.→λx入PP｛他1J'J'｝（；＼入y［催’（x,／＼入PP{y})CAUSE早点’［八交’（〈λPヨx［貨’（x)&P{x}])](y)) 

（ダウン・アップ打消し）

0.→λx［／＼λy［催’（x,／＼入PP{y})CAUSE早点ラ［八交’（〈入Pヨx［貨’（x)&P{x}])](y)] ｛他行］’｝］

（ラムダ演算）

p →入x[v／＼λy ［催’（x,／＼入PP{y}) CAUSE早点’［〈交’（八入Pヨx［貨’（x)&P{x}])](y)] （他官］’）］

（中括弧規約）

q.→λx［λy［催’（x，八λPP{y}) CAUSE早点’［〈交’（〈λPヨx［貨’（x)&P{x}])](y)] （他的’）］

（ダウン・アップ打消し）

r.→λx［催’（x,／＼λPP｛他イfJ’｝）CAUSE早点’［〈交’（八λPヨx［貨’（x)&P{x}])] （他イ（］’）］

（ラムダ演算）

s.体催他1fJ早点交貨＝今λPP｛件、’｝（八λx［催’（x，八入PP｛他1l'J’｝）CAUSE早点’［八交’（八λPヨ

x［貨’（x)&P{x}])] （他1l'J’）］） (T4cにより）

t.→〈λx［催’（x，八λPP｛他1fJ’｝）CAUSE早点’［〈交’（〈λPヨx［貨’（x)&P{x}])] （他イfJ’）］｛件、’｝

（ラムダ演算）
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u.→〉〈入x［催’（x／＇入PP｛他1fJ’｝）CAUSE早点’［八交’（〈λPヨx［貨’（x)&P{x}])] （他イfJ')］（伯マ）

（中括弧規約）

1 →λx［催’（x／＇λPP｛他1fJ’｝） CAUSE早点’［〈交’（〈λPヨx［貨’（x)&P{x}])] （他イfJ’）］（体’）

（ダウン・アップ打消し）

w.全文→［催’（体二八入PP｛他伯’｝） CAUSE早点’［〈交’（八入Pヨx［貨’（x)&P{x}])] （他イfJ’）］

（ラムダ演算）

x.→［催’＊（1t＇，他｛［］’） CAUSE早点’［〈交’（〈入Pヨx［貨’（x)&P{x}])] （他的’）］］

(MP4による書き換え）

子→［催’＊（イF，他1fJ’） CAUSE早点’［八交’（他11'J ＂；＼λPヨx［貨’（x)&P{x}])]] 

（「関係表記」に書き換え）

z.→［催’＊（イゲ，他的’） CAUSE早点’［ヨx［貨’（x)＆交’＊（他イfJ', x)]]] 

(MP4による書き換え）

最終の式は、「「体’j と 「他｛｛］’」が指示する個体のペアが、「催’Jという関係にある個体

のペアのメンバーであるという状況と、「貨’」という個体があり、「他引っ と「貨’」の指

示する個体のペアが、「交’」という関係にある個体のペアの集合の中の「早点つという属

性を持つペアの集合メンバーの中に少なくとも一つあるという状況の聞に 「させるJとい

う使役関係が成立する」と解釈できる。jインフォーマルに言えば、この式は 「あなたは彼

らを催促して、それによって品物を渡すということが少し早いという状況にさせる」とい

う意味を表す。

6.4.3.4「許可J、「許容」を表す多義使役兼語文

(133）大夫主主我下床了。（医者は私に床を離れることを許した。） ((65）の再掲）

この文は、次のような統語的分析を受けるものとする。文末の語気助詞“了”は省略す

る。

(134) 大夫允iキ我下床，t'4 

／／ヘ＼＼

大夫，T 允坪我下床，IV,5

／／〈＼＼

允咋下床，TV,21 我，T

／／＼＼＼  

允杵，TV 下床，IV,5
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“下床”は動詞“下”と名詞句“床”に分けられるが、“下床”（床を離れる）という自

動詞として扱う。また、“大夫”（医者）は特定の医者を表すものとし、固有名詞（T）と同

様に扱う。

分析樹に基づき、翻訳を行うと次のようになる。

(135) 

a.大夫＝今入PP｛大夫’｝

b.我二今 λPP｛我’｝

c.允i午＝今允i'i='

d.下床＝今下床’

（基本表現）

（基本表現）

（基本表現）

（基本表現）

e.允許下床 ＝今λσλxfP｛八入y［允坪’（x，八λPP{y})CAUSE下床’（y)]} (T21により）

王允許我下床＝今入σ入xヲ｛〈入y［允if'(x，八入PP{y})CAUSE下床’（y）］｝（／＼入PP｛我’｝）

(T5cにより）

g.→λx八入PP｛我’｝｛〈λy［允許’（x,／＼入PP{y})CAUSE下床’（y)]} （ラムダ演算）

h →λXV／＼λPP｛我’｝（〈λy［允i午’（x,／＼λPP{y}) CAUSE下床’（y)]) （中括弧規約）

i.→λxλPP｛我’｝（八λy［允if'(x，八λPP{y})CAUSE下床’（y)]) （ダウン・アップ打消し）

j→λx［／＼入y［允坪’（x，八λPP{y})CAUSE下床’（y)]｛我’｝］ （ラムダ演算）

k →λx[v ／＼λy［允坪’（x，八λPP{y})CAUSE下床’（y)]（我’）］ （中括弧規約）

l→λx［λy ［允i午’（x,／＼λPP{y}) CAUSE下床’（y)]（我’）］ （ダウン・アップ打消し）

m →λx［允i午’（x,／＼λPP｛我’｝）CAUSE下床’（我’）］ （ラムダ演算）

n.大夫允咋我下床了二今λPP｛他’｝（八λx［允i午’（x，八入PP｛我’｝） CAUSE下床’（我’）］）

0. →八λx［允咋’（x,A入PP｛我’｝） CAUSE下床’（我’）］｛大夫’｝

p.→V八入x［允i午’（x，八λPP｛我’｝）CAUSE下床’（我’）］（大夫’）

q.→入x［允i午’（x,／＼λPP｛我’｝） CAUSE下床’（我’）］（大夫’）

r.全文→［允許’（大夫’， 八λPP｛我’｝）CAUSE下床’（我’）］

(T4cにより）

（ラムダ演算）

（中括弧規約）

（ダウン・アップ打消し）

（ラムダ演算）

s.→［允杵’＊（大夫’，我’） CAUSE下床’（我’）］ （意味公準MP4による書き換え）

最後の式は、「「大夫’」と「我’」が指示する個体のペアが、「允汗’」という関係にある個

体のペアの集合のメンバーであるという状況と、「我’」の指示する個体が「下床つ （床を離

れる）という動作をする個体のメンバーであるという状況の聞に「させるj という使役関

係が成立する」という解釈できる。インフォーマルに言えば、この式は、「医者が私に許可

し、それによって私が床を離れるという状態にさせる」という意味になる。
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6.4.3.5「禁止」、「阻止」を表す多義使役兼語文

「禁止」「阻止」を表す多義使役兼語文には、次のような例がある。

(136）他至進人家友表相反的意見。（（67）の再掲）

（彼は他人が反対の意見を言うのを許さない。）

この文の派生を考えてみよう。この文には「否定」が含まれているが、この否定は派生

のどの段階に現れるのか。 (t）は“他”（T）と“不”准人家友表相反的意見” (IV）の結合に

より派生される。“不准人家友表相反的意見”の中の“不”は“准人家友表相反的意見”（IV)

全体を否定しているので、この“不”を“准人家友表相反的意見” (IV）と結合して“不准

人家友表相反的意見”を形成する範陪IV//IV (=(t/T)/IV）と仮定しよう。“准人家友表相反

的意見” (IV）を形成する過程は肯定文の使役兼語文と同様である。全体の派生の過程を示

すと以下のようになる。

(137) 
他不准人家友表相反的意見，t,4 

／／＼＼  

T
 

市
山，A1
，
 

不准人家友表相反的意見，IV,10

／／ヘ＼＼

不，IV//IV 准人家友表相反的意見，IV,5

／／ヘ＼＼

准友表相反的意見，TV,21 人家，T

／／へ＼＼

准 TV 友表相反的意見，IV,5

／／〈＼＼

友表，TV 相反的意見，T,2

相反的意見，CN

この分析樹に基づく翻訳は次のようになる。

全文→「［准’（他＼八λPP｛人家’｝） CAUSE 友表’（人家’J日反的意見’）］
→「［准’＊（他’，人家’） CAUSE 友表’（人家’，相反的意見’）］

（意味公準による書き換え）
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この式を解釈すると「彼が相手を許可することによって、相手が反対の意見を発表する

ことさせるという事実はない」になる。しかし、これでは、文全体が否定されてしまい「彼

が～をさせない」という意味を表せない。そこで、否定の多義使役文のための新しい規則

を追加する。

(138) S22 : oεTV、αεIVならば、 F22( o，α）εTVで、 F22(o，α）＝ 0α。

(139) T22 : oとαがそれぞれr、ゲに翻訳されるならば、 Fn(o，α）は次のように翻訳さ
れる。入ヲ入xσ｛八入y[o’（x,！＼λPP{y｝）「CAUSEα’（y)]} 

この規則に基づき、分析樹を書くと次のようになる。

(140) 
他不准人家友表相反的意見，t,4 

／／＼＼  

他ヲT 不准人家友表相反的意見，IV,5

／／＼＼＼  

不准友表相反的意見，TV,22 人家，T

／／へ＼＼

不准，TV 友表相反的意見，IV,5

／／／＼＼＼＼  

友表，TV

分析樹に基づく翻訳は次のようになる。

(141) 

a.他二今入PP｛他’｝

b.人家二今入PP｛人家’｝

c.不准＝今不准’

d.友表 ＝今友表ヲ

e.相反的意見二今相反的意見’

（基本表現）

（基本表現）

（基本表現）

（基本表現）

（基本表現）
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相反的意見，T,2

相反的意見，CN



五相反的意見二今入Pヨx［相反的意見’（x)&P{x}] 

g.友表相反的意見二今友表’（〈λPヨx［相反的意見’（x)&P{x}]) 

(T2cにより）

(T5cにより）

h.不i住友表相反的意見＝今入σ入x0l｛＇＇入 y［不准’（x,AλPP{y｝）「CAUSE友表’（〈入Pヨx［相反

的意見’（x)&P{x}])(y)]} (T22により）

i.不准人家友表相反的意見＝今λσλx伊｛八λy［不准’（x，八λPP{y｝）「CAUSE友表’（八入PヨX

［相反的意見’（x)&P{x}]) (y)]}(A入PP｛人家’｝） (T5cにより）

j.→λx八λPP｛人家’｝｛八入y［不准’（x，八λPP{y｝）「CAUSE友表’（〈入Pヨx［相反的意見’（x)

&P{x}]) (y)]} （ラムダ演算）

k →λXV；＼λPP｛人家’｝（〈入y［不准’（x，八λPP{y｝） 「CAUSE友表’（八入Pヨx［相反的意見’（x)

&P {x}]) (y)]) （中括弧規約）

1.→入xλPP｛人家’｝（八λy［不准’（x，八入PP{y｝） 「CAUSE友表’（〈λPヨx［相反的意見’（x)

&P{x}]) (y)]) （ダウン ・アップ打消し）

m.→入x[A入y［不准’（x，八入PP{y｝）「CAUSE友表’（〈入Pヨx［相反的意見’（x)&P{x}])(y)] ｛人

家’｝］ （ラムダ演算）

n.→入x[v八λy［不准’（x,A入PP{y｝）「CAUSE友表’（〈入Pヨx［相反的意見’（x)&P{x}]) (y)] 

（人家’）］ （中括弧規約）

0.→λx［不准’（x，八λPP{y｝）「CAUSE友表’（八λPヨx［相反的意見’（x)&P{x}])(y)] （人家’）］

（ダウン ・アップ打消し）

p.→λx［不准’（x，八λpp｛人家’｝）「CAUSE友表’（八入Pヨx［相反的意見’（x)&P{x}])（人家’）］

（ラムダ演算）

q.他不准友表相反的意見当λPP｛他’｝（〈λx［不准’（x,A入PP｛人家’｝）「CAUSE友表’（〈入Pヨ

x［相反的意見’（x)&P{x}]) （人家’）］） (T4cにより）

ι→入x［不准’（x，八λPP｛人家’｝）「CAUSE友表’（八λPヨx［相反的意見’（x)&P{x｝］）（人家’）］

｛他’｝ （ラムダ演算）

s.→V八λx［不准’（x,AλPP｛人家’｝）「CAUSE友表’（〈λPヨx［相反的意見’（x)&P{x}])（人家’）］

（他’） （中括弧規約）

t.→入x［不准’（x,A入PP｛人家’｝） 「CAUSE友表’（八λPヨx［相反的意見’（x)&P{x}])（人家’）］

（他’） （ダウン・アップ打消し）

u 全文→［不准’（他＼ 八λPP｛人家’｝）「CAUSE友表’（八入Pヨx［相反的意見’（x)&P{x}])（人

家’）］ （ラムダ演算）

v.→［不准’＊（他’，人家’）「CAUSE友表’（〈入Pヨx［相反的意見’（x)&P{x}])（人家’）］

（意味公準MP4による書き換え）

w.→［不准’＊（他’，人家’）「CAUSE友表’（人家＼八入Pヨx［相反的意見’（x)&P{x}])]

（「関係表記」に書き換え）
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最後の式の 「友表’（人家三八入Pヨx［相反的意見’（x)&P{x｝］）」の部分に意味公準MP4を適用

すると、「ヨx［相反的意見’（x)＆友表’（人家三x）］のように「友表’」（発表する）を外延動詞と

して記述できる。この式は、「あるxについてxが反対意見で、かつ他人がそれを発表する」

と解釈される。これにより、「人家つ が指示する個体と 「相反的意見つ の指示する個体の

ペアが「友表’」という関係にある個体のペアの中に存在する」ことが規定できる。 「友表つ

がこのような外延動調であることが保証されるので、書き換えの式は、 wまでとしてもよい

だろう。

これを前提にすると、最後の wの式の解釈は、「「他っ と 「人家つ が指示する個体のペ

アが、「不准’」 （許さない）という関係にある個体のペアの集合のメンバーであるという状

況と、「相反的意見つが指示する個体が少なくとも一つあり、「人家’」と「相反的意見’」

が指示する個体のペアが「友表つ という関係にある個体のペアのメンバーであるという状

況の聞に 「させない」という否定の使役関係が成立する」となる。インフォーマルな言い

方をすると、この文は「彼が他人を許さないという行為によって、他人が反対の意見を発

表するということをさせない」という意味を表す。

もう一例の否定使役文も分析してみよう。

(142）埜4卒柄通行（車両通行禁止） ((68）の再掲）

主語が明示されていないので不定の主語 “φ”を補い、“φ禁止卒柄通行”として分析す

る。 φは不定であるが、定項である。

この文の統語的な派生を示すと、次のような分析樹となる。

(143) 

φ禁止享柄通行ラt,4 

／／＼＼  

φ，T 禁止年柄通行ラI,5 

／／ヘ＼＼

禁止通行，TV,22

／／ヘ＼＼

禁止，TV 通行，IV

卒柄，T

この文の不定の主語φは、 「ある人」ではなく 「警察Jのような特定の対象として固有名

詞の範陪（T）を割り当てる。
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分析樹に基づく翻訳は、次のようになる。

(144) 

aφ 今 λPP｛φ’｝ （基本表現）

b.卒柄 ＝今 λPP｛卒柄’｝ （基本表現）

c禁止二今禁止’ （基本表現）

d.通行 二今通行’ （基本表現）

e.禁止通行二今入σ入xσ｛〈入y［禁止’（x，八入PP{y｝）「CAUSE通行’（y)]} (T22により）

王禁止牢柄通行＝今λσ入x♂｛〈λy［禁止’（x,／＼λPP{y｝）「CAUSE通行’（y)]}（／＼λPP｛卒柄’｝）

(T5cにより）

g.→λxi¥λPP｛年柄’｝｛八入y［禁止’（x，八入PP{y｝）「CAUSE通行’（y)]}

（ラムダ演算）

h→入xv／＼入PP｛卒柄’｝（〈入y［禁止’（x,／＼入PP{y｝）「CAUSE通行’（抄］）

i.→λxλPP｛卒柄ヲ｝（八λy［禁止’（x，八λPP{y｝）「CAUSE通行’（y)])

j.→入x［／＼入y［禁止’（x,／＼入PP{y｝）「CAUSE通行’（y)]｛牢柄’｝］

k.→入x[v八λy［禁止’（x，八入PP{y｝）「CAUSE通行’（y)]（卒柄’）］

1.→入x［入y［禁止’（x，八入PP{y｝）「CAUSE通行’（y)]（卒柄’）

Ill.→入x［禁止’（x，八入PP｛卒柄’｝）「CAUSE通行’（y)（卒柄’）］

（中括弧規約）

（ダウン・アップ打消し）

（ラムダ演算）

（中括弧規約）

（ダウン・アップ打消し）

（ラムダ演算）

n.φ禁止牢柄通行二今λPP｛φす（八λx［禁止’（x,／＼入PP｛卒柄ラ｝）「CAUSE通行’（y)（卒柄ラ）］）

(T4cにより）

0.→λx［禁止’（x，八入PP｛卒柄’｝）「CAUSE通行’（y)（卒柄’）］｛φ’｝ （ラムダ演算）

p.→V八入x［禁止’（x,／＼入PP｛卒柄’｝）「CAUSE通行’（年柄’）］（φ’） （中括弧規約）

q.→λx［禁止’（x,／＼λP列車柄’｝）「CAUSE通行’（卒柄’）］（φ’） （ダウン・アップ打消し）

E 全文→［禁止’（φ：八入PP｛年柄’｝）「CAUSE通行ラ（牟柄’）］ （ラムダ演算）

s.→［禁止’＊（φ’，卒柄’）「CAUSE通行’（牢柄’）］ （意味公準MP4による書き換え）

最後の式を意味解釈すると、この式の意味は「「φっと「年柄’」が指示する個体のペア

が「禁止’」という関係にある個体のベアの集合のメンバーであるという状況と、「卒柄つ

が指示する個体が「通行つという動作を行う個体のメンバーであるという状況の聞に「さ

せない」という否定の使役関係が成立するj と規定できる。インフォーマルな言い方をす

ると、「車両に禁止し、車両が通行することをさせない」ことを表し、「車両通行禁止」と

いう意味になる。
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6.4.3.6 v.が使役の意味を持たないもの
同様に、 v，が使役の意味を持たない使役兼語文B類の分析を行う。次の例文を取り上げ
る。

(145）他基盤村民非負手中柄。（（69）の再掲）

（彼は村人が魚の養殖や植樹をすることを奨励した）

この文の統語的派生を示すと、次のようになる。

(146) 

他鼓励村民非負科柑，t,4

／／＼＼  

他，T 鼓励村民非負科樹，IV,5

／／＼＼＼  

鼓励非負科桝，TV,21 村民，T

／／〈＼＼

鼓励，TV21

／／＼＼  

非負，IV

乙込
手中核t,IV 

とと込

“弄負科材”は、接続詞は用いられていないが“葬負和科樹”の意味なので、等位接続

による派生と捉える。動調の 「連言JはSl2c-aによって規定されている。“非負”と“神制”

は“非”と“負”、“科”と“柑””のように分けることができ、他動詞（TV）と名詞句（T)

から動詞句（IV）を派生すると分析できるが、ここでは“非負”と“神樹”を「養魚する」

「植樹する」という意味の基本表現の動詞句（lV）の基本表現として扱う。また、“他”と

“村民”は固有名詞（T）と同様に扱う。

分析樹に基づき翻訳過程を示すと、次のようになる。

(147) 

a.他二今入PP｛他’｝

b.村民＝今 λPP｛村民’｝

c.鼓励＝今鼓励’

d.非負＝今非負’

e.科柑＝今神柑’

（基本表現）

（基本表現）

（基本表現）

（基本表現）

（基本表現）
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五非負科樹＝今λy［非負’（y）＆科樹’（y)] (Tl2・aにより）

g.鼓励非負科柑＝争λ♂入xσ｛〈λy［鼓励’（x，八入PP{y}) CAUSE入y［非負’（y）＆科柑’（y)](y) ] } 

(T21により）

h.鼓励村民弄負手中柑＝今入♂入x01｛／＼入y［鼓励’（x，八入PP{y})CAUSEλy［非負’（y）＆科柑’（y)]

(y)] ｝（八入PP｛村民’｝） (T5cにより）

i.→λx八入PP｛村民’｝｛〈入y［鼓励’（x,／＼入PP{y}) CAUSE入y［非負’（y）＆科柑’（y)](y)]} 

（ラムダ演算）

j.→入xv八入PP｛村民’｝（〈λy［鼓励’（x,／＼λPP {y}) CAUSEλy［葬負’（y）＆科柑’（y)](y)]) 

（中括弧規約）

k.→λxλPP｛村民’｝（八λy［鼓励’（x,／＼入PP{y})CAUSE入y［弄負’（y）＆科柑’（y)](y) ]) 

（ダウン・アップ打消し）

L→λx八λy［鼓励’（x,／＼λPP{y}) CAUSEλy［弄負’（y）＆科桝’（y)](y）］｛村民’｝ （ラムダ演算）

m.→λXV／＼入y［鼓励’（x,／＼入PP{y})CAUSE入y［非負’（y）＆科柑’（y)](y)] （村民’）（中括弧規約）

n.→λxλy［鼓励’（x,／＼λPP {y}) CAUSEλy［非負’（y）＆科柑’（y)](y)] （村民’）

（ダウン・アップ打消し）

0.→入x［鼓励’（x,／＼λPP｛村民’｝） CAUSE非負’（村民’）＆科材’（村民’）］ （ラムダ演算）

p.他鼓励村民非負科柑＝争入PP｛他’｝（八λx［鼓励’（x,／＼入PP｛村民’｝） CAUSE非負’（村民’）＆科

;fxj’（村民’）］） (T4cにより）

q →〈入x［鼓励’（x，八λPP｛村民’｝） CAUSE非負’（村民’）＆科柑’（村民’）］｛他’｝ （ラムダ演算）

r.→v ／＼入x［鼓励’（x，八入PP｛村民’｝）CAUSE葬負’（村民ヲ）＆粋柑’（村民’）］（他’） （中括弧規約）

s.→λx［鼓励’（x,／＼λPP｛村民’｝）CAUSE非負’（村民’）＆科柑’（村民’）］（他’）

（ダウン・アップ打消し）

t.全文→［鼓励’（他＼ 八λPP｛村民’｝） CAUSE非負’（村民’）＆科柄’（村民’）］ （ラムダ演算）

u.→［鼓励’＊（他’，村民’） CAUSE非負’（村民’）＆科柑’（村民ヲ）］

（意味公準MP4による書き換え）

最後の式が、この文の論理表現である。この式を意味解釈すると、 「「他’」と 「村民’Jの

個体のペアが 「鼓励’Jという動作をする個体のペアの集合のメンバーであるという状況と、

「村民’」が「非負つという動作をする個体の集合と「杵柄’」という動作をする個体の集

合の積集合のメンバーであるという状況の聞に 「させるJという使役関係が成立するJと

なる。インフォーマルに言えば、この式は、「彼が村民を奨励して、村民に魚を養殖し、植

樹することをさせるJという意味を表す。

このように、 v，が使役の意味を持たない使役兼語文も、 v，が使役の意味を持つ使役兼語

文と同様の論理構造から使役の意味が生じることがわかる。
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6.5本章の結び

本章では、 Mangione(1982）と Dowty( 1979）を参考に、モンタギュ一意味論の手法で

ある高階の述語論理を用いて兼語構造を持つ使役文の論理表記を行った。兼語構造を持つ

使役文のうち V1が単純使役動調の“社（叫）”構文、“使”構文では、“i上”、“叫”、“使”を

名詞句（T）と結合して 「使役動調構造J(IV//IV）を派生する範陪(IV//IV）庁と規定し、そ

れぞれ次のような論理表現で表記した。

(148) a. i上二今λσλP入x[i上’（x，♂｛P})] 

b.日円寺入ヲλP入x［叫’（x,01{P})] 

c.使二今入σ入Pλx［使’（x,01{P} )] 

一方、V1が多義使役動調の兼語文では、 V1の動詞はV2の動調と結合することにより抽象

的使役述語「CAUSEJを生起すると仮定し、 V1とV2の結合による派生を次のような論理

表現として表記した。

A 肯定的使役義「サセル」の場合：

(149) V1= o、V2＝αとすると、 5α二今入伊入x♂｛八λy[o’（x,／＼入PP{y})CAUSEα’（y)] } 

B.否定的使役義 「サセナイ」の場合：

(150) V1＝白、 V2＝αとすると、 。α二今入♂λx01｛八入y[o’（x,／＼λPP{y｝）「CAUSEα’（y)]} 

（注）

I）この論文は、 Hintikka、MoravcsikおよびSupperにより編集された論文集Approachesto 

Natural Language (1973）の中で発表され、 Formαl Philosophy: Selected Papers of Richard 

Montague (Montague1974）の中に再録された。

2) モンタギュ一意味論では、内包は指標から外延への関数と捉えられているが、この指標

はw （可能世界）と t（時間）の二つを含むくw,t＞である （モンタギューの実際の表記で

はiとjが用いられている）。そのため、（4）の式は、ダウティ・他（1978:170）では、

(4＇）のように記されている。ここでは、杉本（ 1998）の説明に合わせて指標を wのみと

し、簡略的に表記した。

(4’）［V／＼ αJM川ほ ＝［αJM川 g

3) この操作は、 〈αを“upα”、 Vβを“downβ”と読む習慣から 「ダウン・アップ打消し」

の操作と呼ばれている （ダウテイ・他 1987: 212参照）。

4) ダウティ ・他（1987:243）によれば、意味公準はCarnap(1947）によって初めて用いら

れ、可能なモデ、ルへのある種の制約として理解されている。 Carnapは、“Allbachelors are 

unmarried，，のような論理的に真（統語形式の帰結として真）であると分析できないが、

分析的に真である文を扱うのにこの装置を導入した。 Carnapの意味公準の例は次のよう

に記述される。

Bが述語 “isa bachelor”、 Mが“ismarried”ならば、 Vx[B(x）→「M(x）］。

SJ MontagueはPTQにおいて、外延的な表現は「（すべての、あるいはいくつかの世界と時

問の時点に関して）次の式が真であるような内包論理の翻訳Jに制限されるとして

(Montague1974: 263・264）、（1）～（9）の式を書いている。 MP4は、これらの式の中の（4）の

式であるが、ダウティ他（1987）では、この意味公準はMPlとして紹介されている（245）。
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6) 李l陥定（2011:193）は、 1上”と“叫”は統語的に同じ機能を持ち、そのため相互に入
れ替えが可能であると述べている。

7) ダウテイ・他 (1987:199・201)参照。

Sl PTQでは副詞と同じタイプに対応する範鴎IV//IVとして、“句”などの不定詞を補語に

とる動調が規定されている。中国語には to不定調は存在しないので、「使役動調構造j

をIV川Vと規定することにする。

9l Mangione (1982: 118）は、「論理言語」を表す表記として一般的に用いられる川の代

わりに「柑Jを用いて、「入？λPλx[jiao柑｛x,01σ）｝]Jと表記しているが、ここでは本論

の表記に合わせ「’」で表記した。 Mangioneは、受動と使役を表す同音の“jiao”、“rang”

を区別するために、前者に「＃」、後者に「＃＃」を用いている。

10）ダウティ・他（1987:252）参照。

11）英語の場合、意味公準MPlOが適用されるのは、rapidlyやslowlyなどの副詞に限られる。

allegedlyのような副詞は除外される（夕、ウティ・他 1987:252）。

'2l Douty (1979: 220）は、 Johnhanmrnerd the metal flat.のような文に対して次のような規則を

設定した。

S26: If oεPrv and αεP ADJ, then F26( O，α）εPTV, where F26( i5，α）＝ 0α． 

T26: F26( i5，α） translates into：λ？λx♂｛y [ 0’（x, PP {y}) CAUSE BECOMEα’（y)]} 
'3l Douty (1979: 225）は、迂言的使役の makeを次のように翻訳している。

Make translates into：入P入♂λxσ｛y[VQ[Q {x}CAUSEP{y}]]} 
14）ダウティ・他（1987:209）参照。

15）朱徳照（1982:114）は、“来，去， j韮，出，上，下，回” や“上（上北京）， is cis上海）”
などの限られた少数の動調は、（狭義の） 場所目的語を直接取ることができると述べて

いる。一方、多くの動調は“在”“到”などの方向動詞の補語を伴わなければ、目的語

を取れない。例．走遊教室：留在家里（朱徳照 1982:114）。
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結び

本研究では、現代中国語の使役構文について、形式意味論の方法を用いて論理構造を記

述し考察した。中国語の使役は典型的な使役構文としての“社’＼“叫”、“使”構文以外に

もさまざまな形式によって表される。本論では、使役を表す構文として“辻”、“叫”、“使”

構文の他に、兼語文、 VR構文、使役を表す“得”構文を分析の対象とした。また、“把”

構文の文型意味は使役ではなく広い意味の「授与Jと捉えられることを述べた。第 1章で

は、使役概念および使役を表す各形式について論じている先行研究の中から本論で特に参

考とした研究を取り上げた。第 2章では、本論で用いる形式意味論の基本的な考え方と方

法について述べ、第3章～6章で論理式を用いた記述と分析を行った。第2章及び第3章～

6章で行った主張の要点は次の通りである。

第2章の 1～3節では、形式意味論の基本的な枠組みについて述べ、基礎的な形式言語で

ある命題論理と述語論理を用いて具体的な中国語の例文について、統語分析、翻訳、意味

解釈へと展開するモデル理論的意味論の実例を示した。 4節では、本論の第3章～5章で用

いる述語論理と、本論で主張する使役の論理構造について説明した。本論では、一般的な

述語論理に談話概念及び意味役割、時相の概念を導入して、より詳しく柔軟に意味を明示

できる方法を提示した。拡張した述語論理は、統語的派生の各段階の論理表現ではなく、

文が含む部分命題の論理式から構成されているので、統語分析と論理式が厳密に対応して

いないという点で弱点を持つが、形式意味論が基本とする 「構成性の原理」に基づ、いてお

り、論理的な整合性は維持している。本論では、中国語の使役構文が基本的に、 CAUSE（α， 

O，γ）の 3項関数を構成することを主張した。“t上”、“叫”、“使”や兼語文の V1は文全体

の使役関数として機能し、これらの論理構造は、“使”構文を例にすると以下のようになる。

(1）使’（ α， G， γ1 ＆ γ2 ＆ γ3 ) 

サセJv ～力事 ～二 ～コトヲ

（話題）（副話題）（意味役割）（時相）（着点）

L一一一一」
（談話情報） （命題情報）

本論が提示した論理式では、 α項とG項には談話情報が現れ、 γ項には命題情報、すな

わち命題的意味が現れる。 γ項は複合命題で、 γlは「意味役割」、 γ2は 「時相」、γ3は

「着点」を表す。

第 3章では、中国語の使役構文が、論理構造の特徴から兼語構造を基盤とする形式と

VR（動詞ー結果補語）構造を基盤とする形式に大別できることを論述した。兼語構造を基盤

とする使役文は、統語的には V1が“i上”、“叫”、“使”などである単純使役兼語文と、 V1
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が動作性動詞である多義使役兼語文に分けられる。これらは共に 3項関数の論理構造を持

つが、第3項（γ項）に現れる特徴が次のように異なっている。

(2）単純使役兼語文：使’ [Ni, N，有’（Ni,[force))＆到’｛［force],V 2(N2)}] 

サセル～カー～ニ ～ユトヲ

α0γ  

(3）多義使役兼語文： V1’[N1, N2, V1’(N1, N1) & V2(N2)] 

サセル ～カー～二 ～ユトヲ

α 白 γ

このように、多義使役兼語文では、 V1は文型意味の CAUSEとして機能するとともに、

γ項で動作の意味を表す。単純使役兼語文では、“使”などの使役動調がCAUSEとして機

能し、 γ項にはN1が論理形式として「力（force）」を持つことを表す式が生起する。

動補構造を基盤とする使役文としては、「VR構造」、使役を表す“得”構文、“把”構文

があり、 「動補構造＋対象j という共通の構造を持つ。これらは、「原因命題」と 「結果命

題」の二つの命題を含み、被使役者が結果命題の動作主または経験者であるとき、使役の

意味が生起する。使役を表す「得」構文は、「VR構造」の拡張であり、「得’」は「使役関数」

として機能する。一方、使役マーカーを持たない「VR構造」は音声形式を持たない「使役

関数」が編入されていると考えられ、 「VR’（α，S，γ）」（～ガ～ニ～サセル）と表記できる。

使役を表す “把”構文は、「VR構造」と“得”構文の変換と捉えることができ、使役意味

は「VR構造」あるいは得構文の意味構造によって生起しているものと捉えられる。こ

れらの構造は以下のような相互関係にある。

（動補構造を基盤とする使役文）

VR構造

｜拡｜
｜張 l

“得”構文

文控向
4
b
q
 

，
 
，
 
把，．
 

4
 一換一

一変一

第4章では、異なる項整合により形成されたVRがどのような論理構造を持つのかを分析

した。分析の方法としては、 妻銃林（2001）が項整合の特徴から「併価」、「消価」、「共価」

に分類したVRの例文を引用し、それらを論理式で表記することにより意味形成の過程を考

察した。分析の結果は、次のようにまとめられる。

＜併価タイプ＞

A.「y1+R1→VR2」は、 VRが使役の 3項関数「VR’（α，O，γ）」（～ガ～ニ～サセル）を構成

する。

B.「y2+R1→VR3Jは、第一式と第二式からなるコピー構造を持ち、第二式に VRが構成す

る使役の3項関数が生起する。
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＜消価タイプ＞

このタイプは Rが主語指向でも、目的語指向でもなく、 V と関係する。使役の論理構造

「VR’（α，β，γ）」を構成しないため、 γ項（命題的意味）のみの論理構造「γI＆γ2＆γ3」

となり、 γ2にはRが「属性」として生起する。

く共価タイプ＞

A.YRが2価（他動調）となる「v2+v＇→y2」、「y2+y2→y2」、「y3+yl→y2」では、 VRが使

役を表す3項関数として機能し、 「VR’（α，O，γ）」の使役構造を構成する。

B. VRが l価（自動調）となる 「yl+yl→yl」、「y2+yl→yl」は、自動詞的に機能し他動的

な使役義を生起しないため、使役構造を持たないγ項のみの論理構造を構成する。ただ

し、単独の自動詞と異なり自動調的VRはVとRがそれぞれ原因と結果の意味を表すの

で、他動性は持たないが論理的には使役構造（再帰的使役構造）を構成しうる。

第5章では、 VRについて、まず結合レベル、 VとRの性質、使役義の観点からその特徴

について述べた。次に、一つの動調としての機能面から他動詞的VR（他動型）と自動詞的

VR （自動型）に分類し、それぞれの論理構造を分析した。本章の分析では特に、“突醒”や

“急、突”のような他動詞的にも自動調的にも用いられる VRの論理構造をどのように捉える

かという問題に焦点を当てた。本論では、このようなタイプの VRについて、対格、能格、

非対格、非能格の動詞分類の概念を導入した分析と、自動型VRを再帰的使役構造と捉え直

す方法の二つの方向から考察した。結論として、“突醒”のような VRは次のような文にお

いては、対格動調として機能し、対格タイプの論理構造を持つ。

(4）夜子央醒了知娼。（子供が泣いてお母さんの目を覚まさせた。）

(4＇）央醒’［夜子，婦女王突ラ（該子）＆到’｛央’（ t妻子），醒’（娼婦）｝＆有’｛醒’（掲娼），了｝］

サセル ～カー～こ ～トイウ状態ニ

しかし、“突醒”は次のような文では能格動調として機能する。

(5）悲歩央醒了妹妹。（悪夢が妹を泣かせて日を覚まさせた。）

(5＇）央醒’［悪歩，妹妹， f故’（妹妹，悪歩）＆到’｛悪歩，央’（妹妹）｝＆到’｛央’（妹妹），醒’（妹妹）｝＆

サセル ～Y 

有’｛醒’（妹妹），7}] 

～トイウ状態ニ

(5）の“悪歩央醒了妹妹。”は、“妹妹”を主語として“妹妹央醒了。”のように用いるこ

とができ‘これら二つの文は共に「妹が泣いて目を覚ます」という意味を含んでいるので

能格的に機能しているといえる。つまり能格の“央醒”は他動調用法をとることで使役の

意味を持つ。一方、自動調用法の論理式は次のように再帰的使役構造となる。

(6）妹妹突醒了。（妹が泣いて目を覚ます。）

(6＇）央醒’［妹妹，妹妹，央’（妹妹）＆到’｛央’（妹妹）ラ醒’（妹妹）｝＆有’｛醒’（妹妹），了｝］

サセル ～Y ～トイウ状態ニ
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(5）の文を再帰的使役構造の外側にさらに使役構造を持つ「CAUSE［α，S，央醒’（α，{3' 

γ）］」のような論理構造として分析することも可能だが、この分析では外部の使役関数

CAUSEがなぜ生起するのかが不明確である。したがって、本論ではこの文の使役義は能格

性から生じると結論づけた。

第 6章では、兼語構造を持つ使役文について、 Mangione(1982）と Dowty( 1979）の分

析を参考に、モンタギュ一意味論の実践である PTQの手法を用いて高階の論理言語（内包

論理＝IL）への翻訳を行った。 PTQでは、文の統語規則に対して論理言語への翻訳規則が厳

密に対応するように規定されている。文の最終的な論理式は、統語的派生の各段階の翻訳

と演算の結果得られるため、客観性を証明できる。兼語構造を持つ使役文のうちv，が単純
使役動調の“辻（叫）”構文、“使”構文の分析については、 Mangione( 1982）の“i上（叫）”

の分析を参考とした。本論では、“辻”、“叫”、“使”を名調句（T）と結合して「使役動詞

構造J(IV//IV）を派生する範時（IV//IV)/Tと規定し、それぞれ次のような論理表現で表記し

た。

(5) a. 1上二今入♂λP入x[iど（x，ヲ｛P})] 

b.日qキ入♂入Pλx［叫’（x,0>{P})] 

c.使二今入♂入P入x［使’（x，ヲ｛P})] 

簡単な“社”構文の例文で示すと、演算の結果最終的に次のような式を得る。

(6）我社他去。（私は彼を行かせた。）

(6’）辻’（我’，去’（他’））

一方、 Y1が多義使役動詞の兼語文は、 v，は Y2と結合することにより抽象的使役述語

「CAUSE」を生起するものと捉えられるので、この結合に対応する論理表現は次のように

表記できる。翻訳については、 Dowty( 1979）の作為動詞構文（factitiveconstruction）の分

析を参考とした。

A.肯定的使役義「サセル」の場合：

(7) v,= o、Y2＝αとすると、。 α＝今λ？λxtr｛／＼λy[o’（x，八λPP{y}) CAUSEα’（y)]} 
B.否定的使役義 「サセナイJの場合：

(8) V1= o、Y2＝αとすると、 5α二今入伊入xσ｛八λy[o’（x,／＼入PP{y｝）「CAUSEα’（y)]}

多義使役構文の例文を用いて示すと、最終的に次のような式を得る。

(9）他逼我承抗。（彼は私に無理やり認めさせた。）

(9') ［逼’＊（他’，我’） CAUSE承仏’（我’）］ （＊は外延関係であることを示す）

本章では、単純使役兼語文と多義使役兼語文に対し、異なる統語的派生を想定した。単

純使役動調は動作的な意味を持たないため、名調句と結合した使役動詞構造が統語上副調

句のように機能すると捉えた。多義使役動詞のv，は、他動詞として動作的な意味を構成し、

Y2と結合して CAUSEの意味を持つ複合使役他動調を派生すると考えた。本章の多義的使
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役動詞の分析は、兼語文の使役義がv，の動調の語葉的性質と兼語構造の二つの要因から生
起するとする本論の主張を PTQの手法で論証したものである。“i上（叫）”、“使”などを含

めた中国語の兼語文については、本論では採用しなかったが、 Dowty( 1979）が行った英語

の迂言的使役（make、haveなど）の分析のように“社（叫）’、 使や兼語文のv，を使役

動詞として使役の複合表現に翻訳する方法もある。どちらの分析が妥当であるかは、中国

語の“被”構文（受動構文）や“拾”構文（授与構文）などのヴォイス構文や動詞連続（V-V)

構造を持つ連動文との関係において考察する必要があるだろう。これらの構文の分析及び

それに基づく使役構文の分析の妥当性については今後の研究の課題としたい。
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